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プレッシンとの関係を見たところ，互いに高値を示

す選手にシスタチンＣの基準値を超える対象が認め

られた（図 1）。

　したがって，シスタチンＣは一過性の血中タンパ

ク量の上昇や脱水の影響を受けることなく，腎機能

の状態を計り知る項目として有効であることが示唆

された。
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　これまでの北海道マラソンの調査結果より，夏の

マラソンに好成績を収めるのには腎機能の状態が重

要である可能性が高いことが示されている。腎機能

を判断する項目としては尿酸，尿素窒素，クレアチ

ニン，および尿素窒素 /クレアチニン比が一般的で

あるが，これらの項目はタンパク量の影響を受ける

ため，マラソンレース後は腎機能の低下が原因であ

るのか，筋肉の破壊が原因であるのか，判断が付き

かねる場合があった。そこで今回は腎機能をタンパ

ク量の影響を受けることなく測定できるシスタチン

Ｃを測定項目に入れ検討を行った。

　今回の調査から「尿酸」「尿素窒素」「クレアチニ

ン」，および脱水や腎機能障害により高値を示す血

清電解質が上昇していてもシスタチンＣは正常範囲

内であることが少なくなくなかった（表 1 および

2）。また，血清浸透圧と坑利尿ホルモンであるバソ
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表 1. 2004 北海道マラソン完走後の男子選手における非タンパク窒素化合物，血清電解質およびシスタチ

ン C
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図 1.　2004 北海道マラソン完走後の血清浸透圧とバソプレッシンの関係

　　　　　　　　　（*マークが付いている対象はシスタチン Cが基準値を超えた選手を示す）
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表 2. 2004 北海道マラソン完走後の女子選手における非タンパク窒素化合物，血清電解質およびシスタチ

ン C


